
沈
佼
期
の
生
涯
と
文
学

沈
俊
期
は
宋
之
問
と
と
も
に
「
沈
宋
」
と
並
称
さ
れ
る
初
唐
の

廷
詩
人
で
あ
る
c

彼
ら
は
武
后
・
中
京
の
両
朝
を
中
心
に
活
銀
し
、

元
篠
「
麿
故
工
部
員
外
郎
社
君
慕
係
銘
」
に
も
「
沈
宋
の
流
、
研
練

精
切
に
し
て
、
戸
勢
を
穏
順
に
し
、
こ
れ
を
謂
ひ
て
律
詩
と
為
す
」

と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
律
詩
の
成
立
に
大
き
く
寄
与
し
た
こ
と
で
知

ら
れ
る
。
彼
ら
の
場
合
、
宮
廷
詩
人
「
沈
宋
」
す
な
わ
ち
律
詩
の
成

立
、
と
い
う
図
式
で
捉
え
ら
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

叫
ん
L

ふし庶詩
b

に
お
け
る
沈
伶
期
と
宋
之
問
の
詩
の
伝
承
上
の
章
一
複

は
、
「
芳
樹
」
「
一
段
山
高
い
「
折
楊
柳
」
な
ど
楽
府
題
の
作
品
を
中
心

と
し
て
十
二
首
に
も
の
ぼ
る
が
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
五
一
一
一
日
八
匂
か
ら

成
る
作
品
で
あ
り
、
そ
れ
が
沈
俊
期
の
作
と
も
宋
之
問
の
作
と
も
伝

え
ら
れ
る
こ
と
は
、
彼
ら
の
詩
成
の
類
似
性
を
示
す
と
と
も
に
、
彼

ら
が
律
詩
の
成
立
に
多
大
の
貢
献
を
し
た
と
い
う
後
代
の
詩
の
伝
承

の
認
識
を
も
反
映
し
て
い
る
。

し
か
し
、
律
詩
成
立
へ
の
貢
献
と
い
う
文
学
史
上
の
功
績
は
認
め

I=l 

I可

木

ノ州主
1久

重

る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
も
、
彼
ら
は
律
詩
を
形
式
上
完
成
さ
せ
た
に

過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
彼
ら
が
み
ず
か
ら
の
箔
性
的
感
情
を
律
詩

に
仕
立
て
あ
げ
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
五
一
一
一
一
口
八
匂
か
ら
成
る
十
二

首
が
、
一
両
者
い
ず
れ
の
作
と
も
決
定
し
が
た
い
事
実
か
ら
も
窺
え
る

で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
「
沈
宋
す
な
わ
ち
律
詩
」
と
い
う
図
式

を
強
調
し
す
ぎ
る
と
、
彼
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
文
学
的
個
性
を
見
落
す
こ

と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
沈
佼
期
の
生
涯
を
辿
り
つ
つ
、
彼
の
文
学
的

個
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。
宋
之
問
に
つ
い
て
は
、

稿
を
改
め
て
論
ず
る
。

ニ

沈
佳
期
の
関
療
に
関
し
て
は
、
『
旧
唐
書
』
「
文
苑
伝
中
i

一
・
『
新
法

宮
市
』
「
文
芸
伝
中
」
に
そ
れ
ぞ
れ
百
字
程
度
の
簡
略
な
記
述
が
あ
る

だ
け
で
あ
る
。
字
は
雲
卿
で
、
相
州
内
黄
(
河
南
省
内
賀
県
)
の
人

と
記
さ
れ
る
が
、
家
系
な
ら
び
に
生
年
に
は
触
れ
な
い
。
吋
一
五
和
姓

纂
h

巻
七
に
は
、
一
ー
も
と
呉
輿
の
人
な
り
。
唐
の
下
邦
の
令
真
佐
を
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(注
1
)

生
み
、
佐
役
期
・
佼
交
・
宇
宣
を
生
む
」
と
あ
る
。
内
貨
の
沈
氏

は
、
梁
の
沈
約
を
出
し
た
呉
輿
の
沈
氏
の
分
派
で
、
「
下
邦
令
(
従

ム
ハ
向
山
上
と
で
あ
っ
た
抜
父
の
名
、
お
よ
び
父
の
真
佐
の
官
職
は
不

明
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
は
下
級
官
僚
の
家
柄
で
あ
っ
た
ろ
う
。
沈

佼
期
に
は
「
十
一
一
一
四
時
、
嘗
従
剤
一
峡
一
過
、
他
自
偶
然
有
忠
」
・
「
少
遊

粥
湖
、
悶
有
限
疋
題
」
と
い
う
詩
が
あ
り
、
少
年
時
代
に
遊
ん
だ
忍

峡
・
剤
潟
地
方
を
懐
か
し
ん
で
い
る
が
、
地
方
官
で
あ
っ
た
父
に
従

つ
て
の
旅
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

沈
佳
郊
の
生
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
宋
之
問
と
ほ
ぼ
開
世
代
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
宋
之
間
の
生
年
が
高
宗
の
顕
慶
一
元
年
三
ハ

(注
2
〉

五
六
〉
か
そ
れ
よ
り
や
や
前
と
推
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
沈
佳
期

も
そ
れ
に
近
い
出
生
と
忠
わ
れ
る
。
た
だ
、
彼
ら
は
上
元
二
年
〈
六

七
五
〉
に
同
時
に
進
士
に
設
第
す
る
が
、
宋
之
間
に
は
高
宗
朝
に
左

競
街
郎
将
(
正
五
口
川
上
)
・
弘
文
館
詳
正
学
士
で
あ
っ
た
父
の
宋
令

文
が
い
る
と
い
う
有
利
な
条
件
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
次
の

武
后
朝
に
お
い
て
は
、
沈
佼
期
の
方
が
宋
之
問
よ
り
も
官
職
の
上
で

わ
ず
か
に
先
行
す
る
こ
と
か
ら
見
る
と
、
沈
金
mm
の
方
が
宋
之
向
よ

り
い
く
ら
か
年
長
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
永
徽
元
年
(
六
五

O
)

あ
た
り
の
出
生
と
見
る
の
が
妥
当
な
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。

上
元
二
年
の
進
土
及
第
の
の
ち
、
宋
之
間
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う

に
、
沈
佼
期
も
し
ば
ら
く
の
間
は
官
織
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
と
思
わ

本
伝
に
は
彼
が
太
常
寺
協
律
郎
(
正
八
口
問
上
)

と
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
官
途
の
始
ま
り
で

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
後
に
述
べ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
彼
は
武
尼
の
邸
主

謄
元
年
三
ハ
九
八
)
に
は
通
事
舎
人
(
従
六
品
上
)
で
あ
り
、
進
士

及
第
か
ら
こ
の
年
に
軍
る
二
十
余
年
の
間
に
、
彼
は
協
律
郊
と
い
う

低
い
官
職
を
ノ
得
た
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
彼
は
こ
の
二
十
余
年
の
問
、

無
官
・
卑
官
に
甘
ん
じ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
の
ち
に
彼
は
親
友
で

あ
っ
た
王
赦
な
る
人
物
の
計
報
に
接
し
て
「
傷
王
学
士
」
と
い
う
詩

を
作
る
。
そ
の
中
で
彼
は
、

憶

汝

曾

旅

食

憶

ふ

汝

曾

て

旅

食

せ

し

と

き

し

ば

て

ん

か

ん

ほ

と

れ

ソ

と

ぼ

震
空
渥
潤
潟
屡
し
ば
渥
・
滴
の
沼
に
空
し
か
り
し
を

吾
徒
禄
未
一
厚
苔
が
徒
禄
未
だ
厚
か
ら
ざ
り
け
れ
ば

符
斗
塊
相
飴
答
斗
も
相
胎
ら
る
る
を
悦
づ

原
憲
貧
無
愁
原
憲
は
貧
に
し
て
愁
ひ
な
く

顔
田
楽
自
持
顔
回
は
楽
し
み
て
自
ら
持
す

と
う
た
い
、
貧
窮
の
う
ち
に
も
固
い
友
情
で
結
ば
れ
て
い
た
王
赦

と
の
こ
の
時
期
を
回
想
し
て
い
る
。

二
十
年
に
及
ぶ
貧
窮
の
生
活
を
続
け
出
し
、
彼
は
通
事
舎
人
と
し

て
武
后
の
朝
に
立
つ
。
一
同
六
蘇
層
州
援
可
業
二
公
」
詩
は
、
蘇
味
道

と
援
散
の
死
を
突
す
る
神
竜
二
年
(
七

O
七
)
八
月
の
作
で
あ
る

々
O-adと

が
、
そ
の
序
に
は
「
蘇
(
味
道
)
往
に
鼠
閣
侍
郎
に
任
ぜ
ら
れ
し
と

れ
る
。
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き
、
役
期
は
通
事
舎
人
を
呑
け
な
く
す
」
と
あ
り
、
蘇
味
道
が
鼠
関

(
中
審
)
侍
郎
に
な
っ
た
の
は
部
品
勝
元
年
ハ
ム
ハ
九
八
)
九
月
で
あ
る

か
ら
、
こ
の
と
き
沈
伶
期
は
通
事
舎
人
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
c

久

視
元
年
(
七

C
O
)
四
月
、
武
后
は
河
南
省
告
成
問
郊
の
石
涼
山
に
新

築
し
た
三
陽
官
に
避
暑
に
出
た
。
五
月
十
九
日
、
武
后
は
皇
太
子
・

諸
王
・
群
院
と
安
し
、
み
ず
か
ら
七
一
一
諮
問
八
勾
の
詩
を
作
り
、
宴
に
侍

(注
3
)

す
る
者
に
唱
和
さ
せ
た
。
唱
和
者
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

皇
太
子
李
顕
(
中
京
)
・
相
王
李
艮
(
容
宗
)
・
梁
王
武
三
思
・

内
史
狭
仁
傑
・
奉
炭
令
張
易
之
・
麟
ム
口
監
張
問
問
。
で
驚
台
侍
部
李

幡
・
風
間
侍
郎
蘇
味
道
・
夏
官
侍
郎
挑
一
克
山
白
川
・
給
事
中
間
朝
間
出
・

風
間
会
人
握
融
・
奉
策
大
夫
酔
際
・
守
給
事
中
徐
彦
伯
・
左
奉
炭

内
供
奉
楊
敬
述
・
一
一
円
封
負
外
子
季
子
・
通
事
舎
人
沈
佳
期

彼
ら
は
武
后
朝
に
お
け
る
名
だ
た
る
権
貴
・
詞
人
で
あ
る
。
群
箆

名
の
配
列
は
品
階
の
高
低
に
よ
る
ο

通
事
舎
人
沈
佼
期
の
名
が
末
席

に
見
え
て
い
る
が
、
こ
の
と
き
彼
は
初
め
て
皇
帝
の
主
催
す
る
詩
宴

に
登
場
し
た
わ
け
で
あ
る
。
彼
の
詩
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

あ

し

た

ら

ま

た

金
輿
日
…
に
下
る
緑
雲
の
街

紙
殿
晴
れ
て
臨
む
碧
潤
の
隅

占
。
執
ド
レ

渓
水
は
冷
冷
と
し
て
行
漏
に
雑
は
り

山
煙
は
片
片
と
し
て
香
炉
を
繰
る

仙
人
の
六
騰
は
神
鼎
に
調
せ
ら
れ

求
投
青
山
川

5
3別
問
限
内

+
市
小
v
H
A
M
H
μ
一

K
M札
r
rゴコペ

ynuvυ
山

菜
-K
令
令
唯
子
掲

ポ
t
‘
h
J
t
s
q
i
J，
αイ
ノ
ソ
ペ
2

、一

zv

川
げ
て
加
と
!
L
i
iし
戸
時
三
河

川

μ
ト拘ん
L
Y
L
Y古
市
川
一
沼
仁
わ
れ
が

れ
H
斗

¥
A
¥
b
汗
同
司
ね
「
り
い
H

G
Aノ
J

/

信
一
訴
事
時
計

玉
女
三
奨
捧
帝
翠
玉
女
の
三
援
は
帝
査
に
捧
ず
寺島

自
清
治
揚
好
道
駕
自
ら
惜
し
む
沿
湯
に
道
駕
を
粁
ぐ
る
を

無
如
太
室
覧
真
図
太
室
に
て
真
図
を
覧
る
に
如
く
は
な
し

こ
の
作
品
は
他
の
唱
和
者
の
も
の
と
向
じ
く
、
三
揚
宮
な
ら
び
に

賜
宴
の
あ
り
さ
ま
を
仙
境
に
見
立
て
て
い
る
。
尾
聯
は
、
帝
完
が
貌

姑
射
山
で
四
神
人
に
会
っ
た
帰
途
、
め
水
の
北
で
天
下
を
治
め
る
こ

と
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
『
荘
子
』
「
透
逢
遊
」
の
話
を
下
敷

き
に
、
わ
ざ
わ
ざ
め
陽
に
出
掛
け
な
く
て
も
、
隣
の
嵩
山
の
太
室
峯

で
五
岳
真
形
図
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
一
一
一
一
口
う
。
武
尼
は
こ
れ
よ
り

四
年
前
の
万
歳
登
封
元
年
ハ
六
九
六
)
に
嵩
山
に
封
禅
し
て
い
た
。

こ
の
作
品
は
沈
佼
期
の
現
存
す
る
最
初
の
応
制
詩
で
あ
り
、
き
わ

め
て
装
飾
性
に
富
ん
だ
律
体
で
あ
る
。
こ
の
布
涼
の
宴
に
招
か
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
彼
は
宮
廷
詩
人
と
し
て
認
知
さ
れ
た
と
っ
て
よ

、。
thv 
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こ
の
時
期
、
で
は
張
易
之
・
の
兄
弟
が
武
后
の
厚
い
寵

過
の
も
と
に
放
縦
の
限
り
を
尽
く
し
、
武
承
岡
・
武
三
思
ら
武
氏
一

族
ま
で
も
彼
ら
に
~
飯
事
し
て
い
た
。
武
后
は
こ
う
し
た
醜
関
を
蔽
い

穏
す
た
め
に
、
こ
の
年
の
六
月
、
張
関
問
宗
・
李
橋
を
修
書
伎
に
任

じ
、
間
朝
Mm
・
徐
彦
伯
・
降
躍
・
子
季
子
・
宋
之
問
・
張
説
ら
二
十

六
人
の
文
学
の
土
を
動
員
し
て
、
『
一
一
一
教
の
編
纂
に
当
ら
せ

た
。
沈
役
期
も
こ
れ
に
参
磁
し
て
い
る
。
「
宋
之
間
伝
」



一
教
珠
英
を
修
む
る
に
預
り
、
常
に
麗
従
遊
宴
す
い
と
記
さ
れ

る
よ
う
に
、
編
纂
事
業
に
動
員
さ
れ
た
人
々
は
、
武
后
や
張
兄
弟
・

武
氏
一
族
ら
と
遊
安
歓
楽
に
耽
る
の
で
あ
る
。
五
月
の
石
涼
の
賜
宴

に
参
列
し
て
い
な
か
っ
た
河
礼
主
簿
(
従
七
品
上
)
の
宋
之
間
は
、

六
月
に
左
奉
炭
内
供
奉
を
兼
ね
、
吋
一
一
一
教
珠
英
』
の
一
編
纂
に
預
る
こ

と
に
な
っ
て
、
宮
廷
詩
人
と
し
て
登
場
す
る
。

長
安
元
年
(
七

O
一
〉
十
月
、
武
后
は
西
京
長
安
に
行
幸
し
、
満

二
年
に
わ
た
っ
て
長
安
に
滞
在
し
た
。
沈
佼
期
も
そ
れ
に
路
行
し
、

「
半
丑
年
十
月
上
幸
長
安
時
麗
従
西
獄
作
」
「
初
冬
従
幸
漢
故
青
門

応
制
」
「
震
従
出
一
長
安
応
制
」
な
ど
の
五
一
一
一
一
口
の
長
篇
詩
を
残
し
て
い

る。
長
安
一
〈
七

O
二
)
、
沈
任
期
は
考
功
員
外
郎
(
従
六
品
上
)

と
し
て
、
京
挙
を
知
し
た
。
そ
の
際
の
進
士
が
張
九
齢
と
徐
秀
で
あ

る
。
吋
登
科
記
考
』
巻
四
「
長
安
二
年
」
の
条
で
は
、

(
張
九
齢
〉
弱
冠
郷
試
進
士
、
考
功
郎
沈
佼
期
尤
所
激
揚
、
一

挙
高
第
。
時
有
下
等
、
誘
議
上
問
。
中
書
令
李
公
(
李
嬬
)
、
蛍

代
詞
宗
、
詔
令
重
試
。
再
抜
其
翠
、
擢
秘
書
省
校
章
一
間
郎
。
(
徐
浩

「
庶
尚
書
右
丞
中
常
一
同
令
張
公
神
道
碑
」
〉

(
張
九
齢
)
由
江
人
、
長
安
二
年
進
士
、
調
校
卦
一
同
郎
。
(
え
公

武
内
部
斎
読
書
志
』
巻
十
八
)

(
徐
秀
)
年
十
五
、
為
崇
文
生
、
応
挙
。
考
功
員
外
郎
沈
佳
期

再
試
「
東
栄
一
壁
踊
賦
。
」
公
援
翰
立
成
、
沈
公
骸
異
之
、
遂
擦
高

第
。
(
顔
真
郷
「
朝
議
大
夫
贈
梁
州
都
督
上
柱
関
徐
府
君
神
道
碑
」
)

と
い
う
資
料
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
F

証
し
て
い
る
。

張
九
齢
は
関
一
克
中
に
宰
相
と
な
る
人
物
で
、
前
年
の
知
貢
挙
で
あ
っ

た
張
説
の
推
執
が
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
る
も
の
の
、
「
誘
議
」
に
臆

す
る
こ
と
な
く
、
再
試
に
も
張
九
齢
を
抜
刊
卒
し
た
沈
佳
期
の
自
は
確

か
で
あ
っ
た
と
一
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。

長
安
一
二
年
(
七

O
一
ニ
)
春
、
沈
佼
期
は
給
事
中
(
正
五
日
間
上
)
に

転
ず
る
。
同
唐
尚
骨
一
間
省
郎
官
石
柱
題
名
考
』
巻
十
「
考
功
員
外
郎
・

沈
佼
期
」
の
条
に
は
、

案
、
沈
雲
卿
集
作
寄
北
使
詩
弁
序
云
、
長
安
三
年
、
自
考
功
郎

中
拝
給
率
中
、
明
年
献
春
下
獄
、
被
放
南
荒
云
云
。

と
あ
る
。
こ
の
「
寄
北
使
詩
弁
序
」
と
い
う
作
品
は
『
全
唐
詩
』

に
は
見
え
な
い
。
「
夜
泊
越
州
逢
北
使
」
と
い
う
詩
は
現
存
す
る
が
、

こ
れ
に
は
序
が
な
い
。
し
か
し
、
「
突
蘇
屑
州
握
可
業
二
公
」
詩
序

に
は
「
濯
(
一
融
)
重
ね
て
鳳
関
舎
人
と
為
る
や
、
金
期
ま
た
給
事
中

に
遷
る
」
と
あ
り
、
握
融
が
再
び
鳳
関
舎
人
に
な
っ
た
の
は
長
安
二

年
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
沈
佼
期
が
長
安
三
年
春
に
給
事
中
に
拝
し

た
と
い
う
、
「
寄
北
使
」
な
る
詩
の
序
の
記
述
と
ほ
ぼ
符
合
す
る
。

ま
た
ち
彼
が
考
功
員
外
郊
で
は
な
く
考
功
部
中
で
あ
っ
た
と
い
う

「
寄
北
使
」
詩
序
の
記
述
は
、
彼
の
「
自
考
功
員
外
授
給
事
中
L

と
い
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う
詩
題
を
、
一
本
に
「
自
考
功
郎
中
拝
給
事
中
」
に
作
る
と
す
る
『
文

苑
英
幸
h

巻
一
九

O
の
側
注
と
も
関
連
す
る
が
、
前
引
の
顔
真
卿
一
i

徐

府
君
神
道
碑
」
に
よ
っ
て
考
功
員
外
郎
と
す
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

沈
佼
期
は
武
后
期
に
お
い
て
、
協
律
郎
・
通
事
舎
人
・
考
功
員
外

郎
・
給
事
中
と
順
調
に
昇
進
し
た
。
一
方
、
詞
人
と
し
て
も
、
『
出

庶
書
』
「
武
崇
訓
伝
」
に
、
長
安
三
年
に
皇
太
子
ハ
中
宗
)
の
娘
の

安
楽
郡
主
が
武
崇
訓
に
降
嫁
し
た
お
り
、
父
の
武
三
思
は
宰
臣
の
李

嬬
・
蘇
味
道
、
詞
人
沈
金
期
・
宋
之
問
・
張
説
・
関
朝
隠
ら
に
命
じ

て
、
「
花
燭
行
い
を
賦
し
て
賛
美
さ
せ
た
と
記
す
通
り
、
第
一
級
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
て
い
た
。
出
身
か
ら
見
て
宰
相
の
地
位
に
上
る
の

は
無
理
と
し
て
も
、
こ
の
ま
ま
順
調
に
推
移
す
れ
ば
、
彼
に
は
か
な

り
の
高
位
が
期
待
で
き
た
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

一一一

順
調
に
見
え
た
沈
佳
期
の
官
途
は
、
長
安
四
年
(
七

O
四
)
春
の

下
獄
に
よ
っ
て
一
転
し
た
ο

考
功
員
外
郎
の
時
期
に
賄
賂
を
受
け
た

容
疑
に
よ
っ
て
収
監
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
獄
中
に
お
い
て
彼
は
い
く

つ
か
の
詩
を
作
っ
て
い
る
が
、
「
被
弾
」
と
題
す
る
五
一
十
六
勾

の
詩
は
、知
人
す
不
易

挙
非
安
易
失

爾
何
按
悶
章

人
を
知
る
は
り
易
か
ら
、
ず

非
を
挙
ぐ
る
と
は
失
ひ
易
き
を
貴
ぶ
な
り

ょ

磁
何
ぞ
間
意
に
按
り
て

無
罪
見
珂
叱
罪
な
く
し
て
時
叱
せ
ら
る

平
生
守
産
道
平
生
直
道
を
守
り
た
る
に

遂
為
衆
所
嫉
遂
に
衆
の
嫉
む
所
と
為
る

と
う
た
い
出
さ
れ
る
。
続
い
て
、
幼
児
や
弟
た
ち
ま
で
が
牢
獄
に

収
め
ら
れ
た
こ
と
を
述
べ
た
あ
と
、

劾

吏

何

砲

弊

劾

吏

何

と

抱

弊

せ

る

む
ち
う
つ

毘
一
同
夜
間
撲
扶
長
夜
に
撲
扶
を
聞
く

事
関
拾
虚
証
事
の
問
に
虚
証
を
拾
ひ

理
外
存
在
筆
理
の
外
に
枝
筆
を
存
す

懐
痛
不
見
伸
痛
を
懐
き
て
伸
び
ら
れ
や
す

抱
寛
寛
難
悉
努
を
抱
き
て
克
に
悉
し
難
し

と
、
威
丈
高
に
自
白
を
強
要
し
、
拷
問
を
行
な
い
、
事
理
を
無
視

し
て
罪
を
構
成
し
よ
う
と
す
る
、
獄
吏
の
苛
烈
な
訊
問
の
状
況
を
描

写
し
、
さ
ら
に
、

窮
囚
多
垢
賦

愁
坐
鏡
機
意

一
一
一
日
唯
一
飯

阿
勾
不
再
櫛

是
時
議
夏
中

瑛
赫
多
療
疾

陸
自
眠
欲
閉
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窮

囚

垢

拭

多

く
お
ほ

愁
坐
機
一
民
鏡
し

一
一
一
日
に
唯
だ
一
飯
く
し
け
づ

一
向
勾
に
一
丹
び
は
櫛
ら
ず

是
の
時
盛
衰
の
中

か

ん

か

く

や

ま

ひ

嘆

赫

療

疾

多

し

日
を
陵
ら
ん
と
す
る
も
絞
り
て
閉
ぢ
ん
と
欲



し
い
ん
を

畷

鳴

気

不

出

一

時

間

と

し

て

出

で

ず

と
、
真
夏
の
獄
中
で
気
息
奄
々
た
る
日
々
を
送
る
自
己
の
あ
り
さ

ま
を
述
べ
る
。
凄
酸
を
極
め
る
獄
中
の
情
景
が
、
リ
ア
ル
で
迫
力
に

富
ん
だ
筆
致
で
拙
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
「
移
禁
一
一
間
前
」
は
、
初
駄
に
大
理
寺
の
獄
に
移
さ
れ
た
時

の
作
品
で
、
五
一
百
四
十
八
句
に
の
ぼ
る
長
篇
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で

争
点
、

誰
か
当
に
弁
ず
べ
き

以
て
自
ら
認
ふ

答
ふ
る
を
委
ね
ん
と
す
と
雌
も

流

議

亦

真

符

亦

た

真

符

す

と
、
自
己
の
宛
罪
を
晴
ら
す
手
だ
て
の
な
い
こ
と
、
衆
人
の
無
責

任
な
証
言
に
よ
っ
て
自
己
の
罪
状
が
構
成
さ
れ
て
行
く
あ
り
さ
ま
を

述
べ
、
さ
ら
に
、

累
飴
唯
一
安
子

被
兎
是
友
子

物
情
牽
侍
伏

人
事
限
栄
枯

内
客
心
設
在

都
交
迩
俄
無

塚
剣
誰
当
弁

倫
金
以
自
認

，--ヌL

倫埋
金剣

流
議

的
を
累
ぬ
る
は
唯
だ
妻
子

箆
を
抜
く
は
走
れ
友
子

物
情
侍
伏
に
葦
か
れ

栄
枯
に
限
ら
る

心
誰
か
在
る

た
ち
ま

迩
俄
ち
無
し

葬j)門
交客

と
、
寛
罪
に
苦
し
む
自
分
を
友
人
は
助
け
て
く
れ
ず
、
門
客
も
隣

人
も
窮
地
に
立
つ
自
分
か
ら
離
れ
て
行
く
現
実
を
喫
く
。
自
分
の
寛

界
を
構
成
す
る
「
慶
証
」
と
し
て
の
「
流
議
」
も
、
彼
ら
親
交
の
口

か
ら
出
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
と
思
う
と
き
、
沈
俊
期
は
「
侍
伏
」

「
栄
枯
」
に
よ
っ
て
転
変
す
る
人
情
の
真
実
の
姿
を
見
せ
つ
け
ら
れ

た
こ
と
に
な
る
。

き
つ

彼
は
「
柱
繋
」
其
二
で
も
、
「
我
に
事
髪
の
取
な
し
、
苦
心
沫

雪
を
懐
く
」
と
一
一
一
一
口
う
。
苛
酷
な
獄
中
生
活
で
孤
立
感
に
苛
ま
れ
る
彼

の
心
は
、
「
水
器
一
一
」
の
よ
う
に
凍
て
つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
彼
の

獄
中
に
お
け
る
作
品
は
、
こ
の
ほ
か
「
向
獄
者
嘆
獄
中
無
燕
」
一
!
獄

(注
4
)

中
間
駕
幸
長
安
」
二
首
な
ど
が
あ
る
。

さ
て
、
沈
径
期
は
罪
状
を
確
定
さ
れ
な
い
ま
ま
に
神
竜
元
年
(
七

O
五
)
正
月
を
迎
え
た
。
下
旬
、
高
齢
の
武
后
は
重
病
に
陥
り
、
こ

れ
を
機
に
、
張
束
之
・
握
玄
障
・
桓
彦
範
ら
が
左
右
羽
林
丘
ハ
を
率
い

て
宮
中
に
乱
入
し
、
張
兄
弟
を
諒
殺
し
た
。
二
十
五
日
、
中
宗
が
復

辞
し
天
下
に
大
赦
し
た
が
、
張
兄
弟
の
党
与
は
赦
さ
な
か
っ
た
。
二

月
初
め
、
武
后
政
権
を
支
え
て
い
た
宰
臣
挑
元
之
・
意
承
慶
・
一
房
徹

ら
が
嶺
南
に
流
さ
れ
た
。
続
い
て
、
李
橋
・
蘇
味
道
・
屋
一
融
・
鄭
情

ら
も
左
遷
さ
れ
た
。
嶺
表
に
流
さ
れ
た
宮
廷
詩
人
の
名
は
、
王
無
競

(
広
州
〉
・
宋
之
間
(
滝
州
)
・
関
朝
穏
公
庫
…
州
)
・
社
審
一
一
一
口
(
蜂
州
)

・
沈
佳
期
(
霧
州
)
の
五
名
が
わ
か
っ
て
い
る
c
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張
兄
弟
の
た
め
に
詩
の
代
作
を
し
、
「
溺
器
」
ま
で
じ
た
閣
朝

穏
や
宋
之
問
に
比
べ
、
張
兄
弟
へ
の
問
附
の
度
合
い
が
比
較
的
軽
い

と
忠
わ
れ
る
沈
伶
期
が
、
五
人
の
中
で
最
も
遠
い
擁
州
(
今
の
ベ
ト

ナ
ム
の
ピ
ン
市
付
近
)
に
流
さ
れ
た
の
は
、
前
年
の
収
賄
容
疑
が
加

算
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

〈
注
5
)

彼
ら
が
洛
陽
を
出
た
の
は
二
月
中
旬
と
思
わ
れ
る
が
、
彼
ら
の
旅

制
収
と
経
路
は
そ
れ
ぞ
れ
に
ず
ら
し
て
あ
っ
た
。
宋
之
問
と
社
審
一
一
一
一
日
は

江
州
(
九
江
市
)
・
洪
州
(
南
島
市
)
と
南
下
し
て
大
疾
嶺
を
越
え
、

沈
佳
期
は
「
神
竜
初
、
J

挺
逐
南
荒
、
途
出
郡
日
、
北
望
蘇
耽
山
」
と

い
う
詩
題
が
一
部
す
通
り
、
洞
庭
湖
か
ら
湘
江
を
糊
り
、
都
州
を
経
て

ん
立
章
県
の
南
で
南
山
偵
を
越
え
た
。
そ
し
て
詔
州
(
却
間
関
市
)
で
大
炭

嶺
か
る
ル
:
ト
と
合
流
し
、
北
江
を
一
ト
っ
て
広
州
に
入
っ
て
い

る。
と
こ
ろ
で
、
「
宋
之
間
集
」
に
は
「
自
衡
隣
室
留
州
謁
能
禅
師
」

と
い
う
五
言
三
十
句
の
詩
が
あ
る
c

こ
の
詩
は
、
春
の
季
節
に
流
識

の
旅
に
あ
る
作
者
が
、
衡
問
問
か
ら
湖
水
を
瀕
り
、
南
嶺
を
越
え
て
詔

州
に
一
全
り
、
部
と
仰
ぐ
能
禅
師
に
会
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
が
、
安
東

俊
六
氏
は
、
こ
の
詩
を
宋
之
間
の
作
で
は
な
い
と
論
証
し
て
お
ら
れ

ハ注
6
〉

る
。
こ
の
見
解
は
正
し
い
が
、
こ
の
詩
が
誰
の
作
品
で
あ
る
か
に
つ

い
て
は
、
氏
に
議
論
が
な
い
。

こ
の
詩
に
記
さ
れ
た
ル

i
ト
は
、
沈
住
期
の
流
識
の
経
路
と
一
致

す
る
。
宋
之
間
と
杜
審
一
一
一
一
口
は
大
庚
嶺
を
越
え
て
詔
州
に
至
っ
て
お

り
、
王
無
競
は
広
州
へ
の
旅
の
途
中
に
広
州
の
西
の
端
州
(
高
要
県
)

に
出
て
い
る
か
ら
、
桂
州
経
由
で
桂
江
を
下
っ
て
端
州
に
至
っ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
関
朝
隠
の
経
途
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、

こ
の
詩
に
は
「
顔
以
有
漏
航
棚
、
表
十
蓋
…
無
生
卦
一
一
ど
と
い
う
勾
が
あ
る

が
、
こ
れ
は
沈
佳
期
の
擁
州
に
お
け
る
「
紹
隆
寺
」
詩
の
「
試
将
有

漏
頼
、
柳
作
無
生
観
」
の
匂
と
同
じ
発
想
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
本
稿
の
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
沈
役
期
と
宋
之
問
の

詩
の
伝
承
上
の
重
複
は
多
数
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
総
合
し

て
、
「
自
衡
陽
至
詔
州
謁
能
禅
師
」
詩
は
沈
径
期
の
作
で
あ
る
と
見

る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

う

ろ

こ
の
詩
で
は
、
仏
法
に
帰
依
し
て
「
有
、
漏
」
(
煩
悩
)
を
消
し
去

り
、
「
無
生
」
の
借
り
に
至
り
た
い
と
述
べ
た
あ
と
、

宗
部
信
捨
法
信
捨
の
法
を
宗
部
と
し

撹
落
文
史
芸
文
史
の
芸
を
撲
落
せ
ん

坐
禅
羅
浮
中
羅
浮
の
中
に
坐
禅
し

尋
問
共
窮
海
藷
呉
を
尋
ね
て
海
器
開
を
窮
め
ん

何
辞
禦
鶴
魅
何
ぞ
辞
せ
ん
倍
魅
を
禦
す
る
を

自
可
一
葉
炎
鶴
自
ら
炎
癌
に
乗
、
ず
ベ
し
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不
作
離
別
苦

作
さ
じ

離
別
の
苦
し
み
を



帰

期

多

年

歳

帰

期

年

歳

多

か

ら

ん

と
う
た
う
。
仏
の
教
え
に
頼
り
、
立
身
の
支
え
で
あ
っ
た
「
文
史

の
芸
」
を
も
無
縁
の
も
の
と
し
て
捨
て
去
り
、
従
容
と
し
て
荒
外
に

赴
こ
う
と
す
る
沈
俊
期
の
心
情
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
「
赦
さ
れ
て

帰
洛
で
き
る
日
は
は
る
か
先
だ
ろ
う
い
と
述
べ
る
彼
は
、
す
っ
か
り

観
念
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
か
つ
て
獄
中
で
官
僚
社
会
の
怒

意
を
痛
烈
に
被
り
、
「
ゆ
小
雪
を
懐
い
た
」
彼
の
心
は
、
引
き
続
く
流

誠
の
旅
の
中
で
、
容
易
に
溶
け
る
こ
と
が
な
い
の
で
あ
る
。

宋
之
問
は
沌
州
に
至
る
旅
の
途
中
で
、
「
翠
議
宿
心
に
負
き
、

一
灰
を
光
華
の
始
め
に
獲
た
り
い
ハ
「
自
洪
府
舟
行
直
書
其
事
)
」
、
日
正

明
頗
る
照
洗
せ
ら
れ
し
に
、
廷
議
日
に
紛
惑
す
い
(
「
卒
発
大
炭

山
斜
じ
の
よ
う
に
、
自
分
を
流
罪
と
し
た
「
翠
議
・
廷
議
」
の
悪
意

を
憤
る
一
方
、
「
生
還
俄
し
遠
き
に
非
、
ず
ん
ば
、
誓
っ
て
思
徳
に

酬
い
ん
と
擬
す
い
(
向
上
)
、
「
紙
だ
応
に
忠
信
を
保
ち
、
延
促
神

切
に
付
か
ん
い
(
「
入
滝
州
江
」
)
の
よ
う
に
恩
赦
を
願
う
恭
順
の
姿

勢
を
見
せ
る
な
ど
、
動
揺
す
る
心
を
隠
せ
な
い
で
い
る
。
そ
れ
に
対

し
て
沈
俊
期
の
場
合
は
、
異
域
を
旅
す
る
苦
難
と
不
安
は
し
ば
し
ば

う
た
わ
れ
る
も
の
の
、
自
分
を
こ
の
よ
う
な
境
遇
に
追
い
や
っ
た

「
流
議
い
へ
の
憤
り
は
ほ
と
ん
ど
影
を
ひ
そ
め
て
い
る
。

こ
の
の
ち
沈
佳
期
は
、
鬼
門
関
(
広
西
壮
族
自
治
区
北
流
県
の
南
)

を
通
り
、
ト
ン
キ
ン
湾
を
船
で
横
断
し
て
交
州
の
竜
一
樹
に
至
り
、
さ

ら
に
南
下
し
て
藤
州
に
到
す
る
。
「
入
鬼
門
関
」
「
発
平
日
間
島
」

「
度
安
海
入
竜
一
縦
」
「
初
達
擁
州
」
二
首
な
ど
が
そ
の
道
行
き
を
示

す。
彼
が
鰹
州
に
若
い
た
の
は
五
月
ご
ろ
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
そ

の
と
き
彼
は
「
流
子
一
十
八
、
?
?
に
命
ぜ
ら
れ
し
は
偏
に
不
偶
な

り
」
(
「
初
達
鰹
州
」
〉
と
う
た
っ
た
。
十
八
人
の
流
入
の
中
で
自
分

だ
け
が
不
釣
り
合
い
な
処
分
を
受
け
た
と
は
、
最
も
長
い
旅
路
の
果

て
の
実
感
で
あ
っ
た
ろ
う
。
加
え
て
、
彼
は
妻
子
を
洛
揚
に
残
し
、

二
人
の
弟
も
剣
外
(
萄
)
・
刑
南
に
と
左
遷
さ
れ
て
、
家
族
す
べ
て

が
別
離
を
強
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
彼
は
約
一
年
に
及

ぶ
藤
州
滞
在
の
問
、
つ
と
め
て
平
静
に
ふ
る
ま
お
う
と
し
た
。

彼
は
身
に
ふ
り
か
か
っ
た
不
幸
を
宿
命
で
あ
る
と
諦
観
し
よ
う
と

す
る
。
「
昆
弟
推
さ
る
る
は
命
に
出
り
、
妻
卒
割
か
る
る
は
縁

に
付
す
」
(
「
度
安
潟
入
竜
一
編
」
)
、
「
戚
属
は
胡
越
に
甘
ん
じ
、
戸
名

は
枇
糠
に
任
す
、
由
来
命
を
憤
る
を
休
む
、
命
や
信
に
蒼
々
た

り
い
(
「
答
魁
魅
代
書
寄
家
人
」
)
と
い
う
よ
う
に
。
こ
の
姿
勢
は
彼

を
仏
教
の
世
界
へ
と
引
き
寄
せ
た
。
「
紹
隆
寺
」
で
は
、

五
日
従
釈
迦
久
吾
釈
迦
に
従
ふ
こ
と
久
し
く

無
上
師
、
担
繋
無
上
浬
擦
を
部
と
せ
り

探
道
三
十
載
道
を
採
る
こ
と
三
十
載

得
道
天
南
端
道
を
天
の
南
端
に
得
た
り
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た

ゆ

非
勝
適
減
方
勝
へ
て
殊
方
に
適
く
に
非
ざ
れ
ば

5
c
 

起
一
刻
印
市
理
難
誌
に
起
り
恕
に
帰
す
る
こ
と
難
か
ら
ん

放
楽
乃
良
縁
放
棄
せ
ら
る
る
は
乃
ち
良
縁

世
慮
不
骨
子
世
慮
に
も
曾
て
干
さ
れ
ず

と
う
た
う
。
南
投
棄
さ
れ
た
こ
と
が
悟
道
の
良
縁
に
な
っ
た

と
は
、
衷
心
か
ら
の
葉
と
し
て
そ
の
ま
ま
に
信
ず
る
こ
と
は
で
き

(法
8
)

な
い
が
、
「
九
真
山
浄
腐
ナ
マ
謁
無
擬
上
人
」
で
も
「
因
縁
の
理
を
究

ゆ
る

め
て
、
聯
か
放
棄
の
織
を
究
く
せ
ん
と
欲
す
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、

仏
教
の
趨
越
の
理
と
寺
院
の
清
浄
な
趨
き
が
、
彼
の
流
践
と
別
離
の

悲
哀
を
和
ら
げ
て
く
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
宋

之
問
に
も
寺
院
を
題
材
と
す
る
詩
が
多
く
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
寺
院

の
厳
粛
で
清
浄
な
た
た
ず
ま
い
の
描
写
に
力
点
が
置
か
れ
て
お
り
、

宋
之
問
に
比
べ
る
と
、
沈
佼
期
の
作
品
の
方
が
内
省
的
で
あ
る
と
一
一
一
一
口

い
得
る
。

日
南
の
亜
熱
帝
の
山
水
も
彼
の
心
を
慰
め
る
も
の
の
ひ
と
つ
で
あ

っ
た
。
彼
は
鱗
州
域
内
の
役
宅
か
ら
山
間
の
水
亭
に
移
住
し
、
関
に

乗
じ
て
漁
舟
を
操
り
、
ま
た
、
山
歩
き
を
楽
し
ん
だ
。
「
従
崇
山
向

越
常
い
詩
で
は
辺
尽
に
徒
だ
に
は
m
呉
を
探
る
の
み
な
ら
ん
や
、
聯
か

帰
心
を
緩
う
せ
ん
と
欲
す
い
と
、
山
歩
き
の
目
的
を
諮
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
内
的
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
の
帰
心
は

時
と
と
も
に
募
っ
た
。
年
が
改
ま
り
、
春
を
迎
え
た
彼
は
、
「
躍
州

南
亭
夜
望
」
で
、

昨

夜

南

亭

望

昨

夜

南

亭

に

望

み

分
間
列
夢
洛
中
分
明
に
洛
中
を
夢
む

室
家
誰
道
別
室
家
誰
か
別
れ
を
道
ふ

っ

く

ゑ

と

も

児
女
案
営
日
間
児
女
案
嘗
て
問
に
せ
り

ふ

ぜ

お

も

忽
覚
猶
一
一
一
一
口
是
忽
と
覚
め
て
猶
ほ
是
と
一
一
一
口
ひ
し
も

沈
思
始
悟
空
沈
思
し
て
始
め
て
空
な
る
を
悟
る

肝
腸
余
幾
寸
肝
揚
余
す
こ
と
幾
寸
ぞ

拭
一
波
坐
春
風
一
波
を
拭
ひ
て
春
風
に
坐
す

と
う
た
っ
て
い
る
。
洛
陽
を
発
つ
朝
、
家
族
の
誰
も
別
れ
の
一
一
一
一
口
葉
と

て
な
く
、
い
た
い
け
な
子
供
た
ち
と
と
も
に
し
た
最
後
の
食
卓
。
あ

の
時
の
張
り
裂
け
ん
ば
か
り
の
悲
し
み
が
躍
州
の
夢
に
蘇
っ
た
の
で

あ
る
Q

( 38 ) 

一
一
日
、
彼
が
「
人
の
炉
酒
に
対
す
る
も
の
な
し
、
寧
ぞ
郷
を

去
り
し
菱
ひ
を
緩
く
せ
ん
や
」
(
「
一
二
日
独
坐
縫
州
思
憶
旧
遊
」
)
と

う
た
っ
た
そ
の
月
に
、
待
望
の
恩
赦
の
知
ら
せ
が
届
い
た
。
第
一
報

は
お
そ
ら
く
処
州
(
斯
江
省
麗
水
県
)
刺
史
の
寧
某
か
ら
の
害
状
で

あ
っ
た
。
「
喜
赦
」
詩
に
は
「
去
歳
荒
に
投
ぜ
ら
れ
し
客
、
今
春

つ

み

今

る

管
を
的
博
さ
れ
て
帰
る
、
:
:
:
、
逮
た
合
滞
の
葉
と
将
に
、
供
に
洛
城
に

向
ひ
て
飛
ば
ん
い
と
、
跳
び
上
ら
ん
ば
か
り
の
喜
び
が
溢
れ
て
い
る

み

ゆ

る

が
、
し
か
し
一
方
で
は
、
「
質
は
幸
ひ
に
思
も
て
先
づ
貸
さ
る
る
も
、



は
孤
に
し
て
紅
は
未
だ
分
か
な
ら
ず
、
自
ら
憐
れ
む
淫
消
の
別

を
、
誰
か
与
に
明
君
に
奏
せ
ん
し
一
(
「
答
寧
処
州
謬
」
詩
)
と
、
心
中

に
わ
だ
か
ま
る
笈
罪
へ
の
怒
り
を
吐
露
し
て
い
る
。

し
か
し
、
朝
廷
か
ら
の
詔
警
に
は
彼
を
台
州
(
斯
江
省
臨
海
県
)

の
録
事
参
事
事
(
従
七
品
上
)
に
移
す
旨
が
記
さ
れ
て
い
た
。
洛
陽

へ
の
帰
還
は
か
な
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
は
「
赦
到
不
得
帰
、

題
江
上
石
い
詩
で
、
「
墳
犠
謁
す
る
に
山
間
な
し
、
京
華
蛍
に
重

の
ぱ

ね
て
隣
ら
ん
や
、
炎
方
誰
か
広
し
と
謂
ふ
、
地
尽
き
て
天
の
低
き

を
党
ゆ
い
と
、
失
望
の
心
情
を
う
た
い
、
「
翰
墨
一
一
に
諸
季
を
思
ひ
、

裁
縫
に
老
妻
を
機
ふ
、
小
児
は
応
に
株
を
離
れ
た
る
べ
し
、
幼
女
は

ひ

未
だ
符
を
懇
か
ざ
ら
ん
い
と
、
対
部
か
な
わ
ぬ
諮
弟
や
妻
子
へ
の
思

慕
の
心
を
述
べ
る
。
ま
こ
と
に
し
み
じ
み
と
し
た
家
族
へ
の
情
愛
が

う
か
が
わ
れ
る
。

と
も
あ
れ
、
沈
栓
期
は
台
州
に
向
け
て
出
立
し
た
。
「
峡
山
寺
賦
!
一

は
端
州
の
峡
山
寺
で
の
作
で
あ
る
が
、
そ
の
序
に
は
「
神
竜
二
年
夏

六
月
、
予
南
喬
に
投
棄
せ
ら
れ
し
も
、
患
を
承
け
て
北
帰
す
」
と

あ
る
。
こ
れ
か
ら
す
る
と
、
鰹
州
を
出
た
の
は
四
月
ご
ろ
で
あ
っ
た

ろ
う
。
彼
は
前
年
春
に
通
っ
た
道
を
逆
に
た
ど
り
、
七
月
に
部
州
か

ら
榔
州
に
一
学
一
る
。
「
白
色
楽
郡
沢
流
一
品
工
白
石
嶺
下
行
入
都
州
」
で
は
、

「
濯
渓
寧
、
そ
探
る
る
に
足
ら
ん
、
磁
道
誰
か
慈
し
と
云
は
ん
、

我
山
水
の
間
を
行
く
、
消
険
も
皆
若
か
ず
、
安
ん
ぞ
能
く
独
り
見

関
す
る
の
み
な
ら
ん
や
、
此
を
議
し
て
京
滑
に
胎
ら
ん
い
と
う
た

う
。
白
石
嶺
を
越
え
れ
ば
嶺
南
と
は
訣
別
で
き
る
わ
け
で
、
急
流
も

険
組
も
物
と
せ
ず
に
旅
を
続
け
る
沈
俊
期
の
、
勇
ん
だ
鼓
動
が
伝
わ

っ
て
く
る
。
ま
た
、
こ
の
峡
谷
の
風
景
を
叙
し
て
京
洛
の
人
士
に
贈

ろ
う
と
い
う
言
葉
に
、
詞
人
の
魂
の
復
活
を
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き

ト

4
A

ノ。
八
月
に
漂
州
(
長
沙
)
に
若
い
た
彼
は
、
引
き
続
き
台
州
へ
の
路

を
た
ど
っ
た
。
こ
の
年
の
十
月
、
中
宗
は
長
安
に
帰
り
、
名
実
と
も

に
長
安
が
国
の
中
心
と
な
っ
た
。

お
そ
ら
く
景
竜
元
年
(
七

O
七
)
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
沈
佼
期

は
ム
口
州
の
計
簿
を
携
え
て
上
京
し
、
中
宗
の
召
見
を
受
け
た
。
彼
は

か
つ
て
武
后
の
石
涼
山
の
賜
宴
の
お
り
に
、
皇
太
子
で
あ
っ
た
中
宗

と
参
列
し
て
詩
を
唱
和
し
て
お
り
、
中
宗
も
沈
佳
期
の
詞
人
と
し
て

の
そ
の
後
の
活
躍
を
知
っ
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
、
た
だ
ち
に
彼
を
起

居
郎
(
従
六
品
上
)
と
し
た
。
沈
佼
期
は
足
か
け
三
年
ぶ
り
に
朝
宮

に
復
し
た
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
宋
之
問
は
、
流
誠
地
の
滝
州
に
着

い
て
約
半
年
の
の
ち
、
逃
帰
し
て
洛
陽
の
張
仲
之
の
家
に
潜
み
、
王

同
絞
・
張
伸
之
ら
の
武
三
思
打
倒
の
計
謀
を
密
告
し
、
神
竜
二
年
三

月
に
鴻
瀦
寺
主
簿
(
従
七
口
問
上
)
と
な
り
、
や
が
て
戸
部
員
外
郎
(
従

六
品
上
)
に
転
じ
た
。
護
州
・
台
州
で
の
任
を
全
う
し
た
沈
径
期

は
、
中
宗
の
朝
に
お
い
て
、
再
び
宋
之
間
と
一
屑
を
並
べ
る
こ
と
に
な
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っ
た
の
で
あ
る
。

四
は
文
学
好
き
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
捷
好
の
上
官
腕
児
の

勧
め
に
応
じ
て
修
文
館
に
学
士
を
増
員
し
、
宰
医
・
詞
臣
を
そ
れ
に

充
て
た
。
甚
之
江
市
と
巻
六
回
「
史
館
下
」
に
よ
る
と
、
景
竜
二
年

(七

O
八
)
四
月
に
李
鱗
・
宗
楚
客
ら
が
大
学
士
に
、
五
月
に
杜
審

一一一一

7
宋
之
問
ら
が
直
学
士
に
、
十
月
に
越
彦
昭
・
沈
佳
期
ら
が
学
士

(注
9
〉

に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
彼
ら
修
文
館
学
士
は
、
中
宗
が
禁
苑
や
宗

成
・
大
官
の
邸
宅
な
ど
に
遊
幸
す
る
た
び
に
、
随
行
し
て
詩
を
賦
し

た
Q

上
官
姥
好
(
の
ち
昭
容
)
が
そ
れ
ら
の
詩
を
品
第
し
、
優
れ
た

者
に
は
金
島
を
下
賜
し
た
。

沈
伶
一
期
も
学
士
の
ひ
と
り
と
し
て
宴
集
に
加
わ
り
、
座
主
を
賛
美

す
る
か
つ
て
の
宮
廷
詩
人
に
も
ど
っ
た
。
こ
の
年
の
十
二
月
晦
日
の

宮
中
に
お
け
る
大
宴
楽
の
お
り
、
彼
は
「
宜
し
く
歳
酒
を
将
て
神
薬

を
調
す
ベ
し
、
堅
幹
千
春
万
閣
の
朝
い
(
「
守
歳
侍
宴
応
制
」
)

と
、
中
京
の
長
命
安
泰
を
寿
い
で
い
る
。

彼
は
下
獄
・
配
流
の
過
去
を
生
々
し
く
語
る
こ
と
を
し
な
い
。

(
沈
凶
)

「
再
入
道
場
紀
事
応
制
」
は
、
道
場
(
皐
域
内
に
あ
っ
た
紅
楼
院
と

い
う
寺
院
)
の
祭
犯
に
参
列
し
た
時
の
七
一
一
一
日
律
詩
で
あ
る
。
腎
頭

寸
南
方
よ
り
帰
去
し
て
再
び
天
に
生
、
ず
、
内
殿
今
年
昔
年
に
異

な
る
い
と
う
た
い
出
さ
れ
、
続
い
て
仙
界
さ
な
が
ら
に
道
場
の
情
景

が
描
か
れ
、
「
自
ら
喜
ぶ
深
恩
も
て
侍
従
に
陪
し
、
両
朝
長
く

聖
人
の
前
に
在
る
を
」
と
、
武
后
・
中
宗
の
両
朝
に
出
仕
す
る
喜
び

を
述
べ
て
こ
の
詩
は
結
ぼ
れ
る
。
詩
中
の
「
南
方
」
云
々
は
、
山
領
南

に
お
け
る
自
己
の
苦
渋
の
回
顧
を
含
む
も
の
で
は
な
く
、
久
し
ぶ
り

に
道
場
に
入
っ
た
こ
と
の
単
な
る
事
情
説
明
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、

景
竜
三
年
二
月
の
宴
で
作
ら
れ
た
六
言
絶
句
「
田
波
詞
」
は
、
「
田

波
爾
時
径
期
、
嶺
外
に
流
さ
れ
て
生
き
て
帰
る
、
身
名
は
巴

に
禽
録
を
蒙
る
も
、
袖
努
に
は
未
だ
牙
緋
を
復
せ
ず
」
と
う
た
わ
れ

る
G

宮
籍
は
回
復
さ
れ
た
が
、
五
品
以
上
の
人
が
持
つ
象
牙
の
勿
と

四
・
五
品
の
ふ
一
夜
衣
で
あ
る
緋
衣
は
ま
だ
回
復
さ
れ
て
い
な
い
と
一
一
一
一
口
う

沈
後
期
に
、
中
宗
は
両
者
を
賜
わ
っ
た
と
い
う
。
沈
住
期
は
武
后
朝

で
は
正
五
品
上
の
給
事
中
で
あ
っ
た
。
『
新
唐
世
一
間
』
本
伝
で
は
こ
の

「
田
波
詞
」
を
「
辞
を
-
汗
し
て
帝
を
悦
ば
し
め
」
た
も
の
と
評
す
る

が
、
南
方
流
読
の
過
去
も
、
こ
こ
で
は
中
宗
を
喜
ば
せ
る
お
ね
だ
り

の
道
具
と
な
っ
て
い
る
Q

彼
は
宮
廷
詩
人
と
し
て
多
く
の
応
制
詩
を
残
し
つ
つ
、
容
宗
朝
を

過
、
ぎ
、
玄
宗
の
関
元
元
年
(
七
二
一
一
)
ま
で
生
き
る
。
そ
の
問
、
任

官
の
年
月
は
特
定
で
き
な
い
が
、
中
幸
一
間
合
人
(
正
五
品
上
)
・
太
府

少
卿
(
従
関
口
問
上
)
・
太
子
少
偉
一
何
事
(
正
四
日
川
上
)
と
、
間
以
調
に
昇

進
し
て
い
る
。
宋
之
問
が
太
平
公
主
と
安
楽
公
主
の
党
争
の
さ
な

か
、
太
平
派
か
ら
安
楽
派
に
乗
り
替
え
、
太
平
公
主
に
憎
ま
れ
て
越
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州
長
史
に
左
遷
さ
れ
、
玄
宗
の
即
位
と
と
も
に
嶺
南
の
欽
州
に
再
流

議
さ
れ
て
死
を
賜
わ
っ
た
の
に
比
べ
る
と
、
沈
俊
期
は
終
り
を
全
う

し
た
と
言
え
る
。
彼
が
最
後
の
官
で
あ
る
太
子
位
協
事
を
授
け
ら
れ
た

時
の
認
は
蘇
類
が
書
い
た
。
そ
の
中
で
は
沈
伶
期
を
「
間
十
に
多
士
の

行
ひ
を
升
せ
、
独
り
詞
人
の
律
を
擦
に
す
」
(
「
授
沈
住
期
太
子
少
食

事
等
制
」
)
と
評
し
て
い
る
が
、
こ
れ
が
当
時
の
一
般
的
評
価
で
あ

っ
た
だ
ろ
う
。五

宋
之
間
が
自
己
の
上
昇
志
向
に
ま
か
せ
て
積
極
的
に
行
動
す
る
傾

向
を
持
つ
の
に
対
し
て
、
沈
径
期
は
控
え
目
な
人
柄
で
、
与
え
ら
れ

た
場
を
よ
く
わ
き
ま
え
る
人
物
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
た
だ
し
、
そ

よ
ろ
こ

の
場
と
は
、
彼
が
擁
州
に
お
い
て
「
顔
を
款
ば
す
は
侍
従
に
図
り
、

あ
と武
を
接
す
る
は
文
章
に
在
り
」
(
寸
容
魁
魅
代
害
容
家
人
」
)
と
誇
ら
し

げ
に
述
べ
た
よ
う
に
、
宮
廷
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

彼
は
宮
廷
詩
人
と
し
て
座
主
の
た
め
に
詞
を
献
ず
る
が
、
宋
之
関
の

よ
う
に
度
を
過
ぎ
て
権
倖
に
熔
び
、
権
力
者
を
乗
り
替
え
る
よ
う
な

こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
彼
は
宮
廷
と
い
う
至
上
の
場
に
奉
仕
し
、
官

僚
と
し
て
立
つ
よ
り
も
「
詞
人
」
と
し
て
生
き
る
こ
と
を
天
職
と
心

得
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
下
獄
・
流
請
と
い
う
個
人
的

な
不
幸
な
体
験
は
、
っ
き
つ
め
れ
ば
人
間
の
普
遍
的
な
問
題
に
つ
な

が
る
も
の
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
は
い
と
も
た
や
す
く
そ

の
過
去
を
諮
る
こ
と
を
放
棄
し
た
の
で
あ
る
。

彼
は
獄
中
に
拘
禁
さ
れ
、
苛
烈
を
極
め
る
獄
吏
の
訊
問
、
虚
証
を

も
と
に
罪
が
構
成
さ
れ
る
現
実
、
栄
戸
時
に
よ
っ
て
転
変
す
る
人
情
の

冷
酷
さ
を
兵
さ
に
体
験
し
、
虚
飾
を
払
っ
た
リ
ア
ル
な
筆
致
で
長
篇

の
詩
に
仕
立
て
上
げ
た
。
彼
の
下
獄
よ
り
二
十
五
年
ほ
ど
前
、
務
祭

主
も
臓
に
坐
し
て
投
獄
さ
れ
、
「
獄
中
官
官
情
通
鯖
知
己
」
「
在
獄
詠

蝉
」
「
憲
台
出
繁
寒
夜
有
懐
」
な
ど
の
詩
に
お
い
て
人
間
不
信
を
う

た
っ
て
い
る
が
、
典
故
を
多
用
し
た
極
め
て
晦
渋
な
表
現
で
あ
り
、

沈
栓
期
の
獄
中
詩
が
持
つ
平
明
で
迫
真
性
を
備
え
た
表
現
に
は
及
ば

な
い
。
と
は
一
一
一
一
口
え
、
獄
中
詩
の
系
譜
な
る
も
の
を
た
ど
ろ
う
と
す
れ

ば
、
第
一
級
の
詩
人
の
作
品
と
し
て
、
彼
ら
の
獄
中
詩
は
大
き
な
比

重
を
占
め
る
だ
ろ
う
G

次
に
、
嶺
南
地
方
を
題
材
と
す
る
詩
の
持
つ
意
味
に
つ
い
て
考
え

て
み
よ
う
。
古
来
、
と
り
わ
け
建
康
を
首
都
と
し
た
南
朝
の
時
代
を

主
と
し
て
、
嶺
南
に
足
を
踏
み
入
れ
て
異
質
の
風
土
を
描
写
し
た
詩

人
は
多
い
。
し
か
し
、
唐
の
神
竜
の
政
変
に
よ
っ
て
多
く
の
一
流
詩

人
が
嶺
南
に
流
読
さ
れ
た
の
は
、
空
前
の
事
件
で
あ
っ
た
。
彼
ら
流

読
の
宮
廷
詩
人
は
そ
れ
ぞ
れ
に
異
境
の
患
い
を
詩
に
託
し
た
は
ず
で

あ
る
が
、
沈
住
期
と
宋
之
問
に
そ
れ
ぞ
れ
約
二
十
首
が
あ
る
ほ
か
、

杜
審
一
一
一
一
口
に
二
首
が
残
る
の
み
で
あ
る
。
た
だ
、
宋
之
問
は
二
度
嶺
表

に
流
さ
れ
て
お
り
、
両
国
を
合
計
し
た
数
で
あ
る
。
沈
宋
両
人
の
作
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日
間
の
残
存
数
が
多
い
の
は
、
彼
ら
の
詩
人
と
し
て
の
名
声
の
高
さ
に

よ
る
だ
ろ
う
。
吋
旧
唐
書
b

「
宋
之
問
伝
い
で
は
、
彼
の
流
議
中
の
作

品
が
遠
近
に
伝
布
し
た
と
記
す
。
こ
れ
は
、
彼
の
作
品
が
流
請
さ
れ

た
地
方
の
情
報
を
提
供
す
る
と
い
う
側
簡
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
示

す
。
ま
た
、
明
の
楊
炉
、
の
吋
升
議
詩
話
b

巻
一

O
寸
崇
山
」
の
条
に

は
、
そ
の
か
み
擁
兜
が
流
さ
れ
た
柴
山
は
従
来
湖
南
の
地
に
あ
る
と

さ
れ
て
い
た
が
、
沈
佼
期
の
「
従
崇
山
向
越
裳
ハ
常
)
」
詩
お
よ
び

序
に
よ
れ
ば
、
柴
山
は
交
州
・
広
州
の
域
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
、
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
読
み
方
は
、
沈
径
期
の
同
時
代

の
人
々
に
も
共
通
す
る
だ
ろ
う
。
唐
室
は
遠
く
ベ
ト
ナ
ム
の
地
ま
で

版
図
に
収
め
、
中
央
か
ら
官
僚
を
派
遣
し
て
統
治
し
て
い
る
と
は
一
一
一
日

え
、
僻
遠
の
こ
の
地
域
の
人
文
・
自
然
に
関
す
る
情
報
は
い
ま
だ
に

薄
い
も
の
で
あ
っ
た
。
沈
佳
期
や
宋
之
関
の
嶺
南
詩
は
、
嶺
商
の
悟

報
を
伝
達
す
る
も
の
と
し
て
中
央
に
迎
え
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

玄
宗
朝
の
人
で
あ
る
任
華
は
根
川
刺
史
参
佐
と
し
て
桟
州
に
あ

り
、
…
十
一
事
の
ゆ
え
に
一
一
一
万
里
余
の
道
程
を
往
復
す
る
親
友
の
宗
衰
を

送
別
す
る
席
で
、
校
州
の
神
秘
的
な
風
景
を
叙
し
て
、
「
中
朝
の
群

公
蛍
に
法
荒
の
外
に
同
党
の
如
き
山
水
あ
る
を
知
ら
ん
や
い
(
「
送
京

判
官
帰
滑
台
序
己
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
世
間
は
、
辺
境
に
難
渋
す

る
下
級
官
吏
の
苦
哀
を
包
蔵
し
た
、
民
折
し
た
訴
え
で
あ
る
。
辺
境

の
思
い
は
、
同
じ
辺
境
に
流
議
さ
れ
た
沈
伶
一
期
や
宋
之

の

問
の
そ
れ
に
も
重
な
る
だ
ろ
う
。
彼
ら
が
嶺
南
の
風
物
を
好
患
の
心

情
を
織
り
ま
ぜ
て
描
く
と
き
、
彼
ら
の
脳
裏
に
あ
る
「
中
朝
」
は
極

め
て
大
き
な
存
在
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
c

彼
ら
の
嶺
南
詩
は
、
中

戟
の
群
公
に
対
し
て
、
異
域
に
難
渋
す
る
彼
ら
自
身
の
姿
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
、
い
わ
ば
存
在
確
認
の
申
請
書
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
た

だ
、
嶺
南
の
風
物
を
唯
美
的
に
、
ま
た
、
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
く
描
く

傾
向
は
宋
之
間
の
方
が
強
く
、
沈
住
期
の
作
品
は
平
淡
で
、
か
っ
、

内
面
的
な
記
述
が
多
い
。
両
者
の
性
格
の
反
映
で
あ
る
と
一
一
一
一
口
っ
て
よ

、。、.v
沈
径
期
の
豊
か
な
感
受
性
と
詩
的
才
能
は
、
下
獄
と
流
識
と
に
よ

っ
て
新
し
い
展
開
を
示
し
た
か
に
見
え
た
。
非
運
へ
の
嘆
き
、
人
間

に
対
す
る
懐
疑
、
そ
し
て
肉
親
へ
の
深
い
情
愛
な
ど
、
人
間
の
持
つ

普
遍
的
感
情
が
詩
中
に
結
実
し
た
の
で
あ
る
。
宮
廷
詩
人
と
し
て
復

帰
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
彼
は
こ
れ
ら
の
テ

i
マ
を
そ
の

ま
ま
詩
に
刻
み
つ
け
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
ま
た
、
宮
廷
詩
人

と
し
て
復
帰
し
て
名
を
成
す
こ
と
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
彼
の
獄

中
・
嶺
南
の
詩
が
今
に
伝
わ
る
可
能
性
は
少
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

文
学
が
個
人
の
手
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
、
そ
れ
を
正
当
に
評
倒
し
よ
う
と

す
る
文
学
観
が
普
遍
化
す
る
、
し
ば
ら
く
前
の
時
代
で
あ
っ
た
か
ら

で
あ
r

る。
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1 

「
沈
役
期
伝
」
に
は
、
弟
の
名
を
そ
れ
ぞ
れ
全
交
e
A十一宇に

作
る
0

2
、
得
税
諒
「
成
問
都
・
楊
例
街
諮
」
(
吋
楊
附
集
・
鹿
山
州
都
集
匂
所
収
、

九
八

O
年
一
一
月
、
中
華
書
仰
向
)
に
よ
る
。

3
、
完
卜
一
成
詩
h

巻
円
六
、
狭
仁
傑
の
「
奉
和
製
製
夏
日
遊
石
掠
山
」
詩
の
側

注
に
よ
る
。
こ
の
時
の
作
者
名
と
作
品
は
、
解
曜
の
書
に
よ
っ
て
北
康
上

に
刻
ま
れ
た
と
あ
る
。

4
、
武
后
は
長
安
一
間
年
以
後
、
長
安
に
は
行
幸
し
て
い
な
い
。
こ
の
作
品
は

獄
中
に
お
け
る
風
間
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。

5
、
宋
之
間
と
崇
融
は
途
中
の
経
路
と
日
時
を
ほ
ぼ
同
じ
く
し
て
流
諦
地
へ

と
向
か
っ
て
い
た
。
麟
州
黄
梅
県
で
衆
食
を
迎
え
、
彼
ら
は
詩
の
贈
容
を

す
る
。
提
融
の
「
和
宋
JL
間
然
、
食
題
黄
梅
臨
江
駅
」
に
「
春
分
自
堆
北
、

寒
食
渡
江
市
」
と
い
う
。
平
阿
武
夫
編
吋
時
間
代
の
勝
』
に
よ
る
と
、
神
電

一
万
年
の
春
分
は
二
月
二

oaで
あ
る
か
ら
、
彼
ら
が
洛
陽
を
発
っ
た
の
は

二
月
中
旬
で
あ
っ
た
ろ
う
と
忠
わ
れ
る
。

6
、
安
東
俊
六
「
初
庶
詩
の
作
者
作
品
に
関
す
る
異
説
に
つ
い
て

i
l宋
之

問
の
詩
の
ば
あ
い

i
i」
Q
中
国
文
学
論
集
』
第
二
号
、
一
九
七
一
年
五

月
、
九
州
大
学
〉

7
、
宋
之
間
に
「
変
端
州
駅
、
見
杜
五
審
一
一
一
一
?
沈
一
一
一
金
期
・
間
五
朝
隠
・
王

一
一
無
競
題
壁
、
慨
然
成
一
詠
」
詩
が
あ
ヮ
、
五
人
が
す
べ
て
端
州
を
経
由
し

て
い
る
の
が
わ
か
る
。

8
、
九
真
山
は
湖
北
の
漢
陽
の
西
南
に
あ
る
も
の
が
有
名
で
あ
る
が
、
こ
の

「
大
土
生
天
川
午
、
分
身
化
時
一
階
」
と
一
一
一
向
う
と
こ
ろ
か
ら
、
こ

の
九
真
山
は
鰹
州
の
北
隣
の
愛
州
九
真
県
に
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
0

9
、
説
明
会
要
』
の
こ
の
記
事
は
、
内
部
加
詩
紀
事
b

巻
九
「
李
適
」
の
条
の
記

事
と
、
人
名
、
な
ら
び
に
大
学
士
・
学
士
・
直
学
士
の
呼
称
の
区
別
に
お

い
て
、
完
全
に
は
一
致
し
な
い
。

初
、
こ
の
詩
は
一
に
広
貨
の
作
と
す
る
。
広
宜
は
中
唐
の
詩
僧
で
あ
り
、
平

野
顕
照
氏
は
吋
唐
代
文
学
と
仏
教
の
研
究
』
(
昭
和
五
一
一
一
年
五
月
、
朋
友

香
応
)
第
四
節
「
広
宜
上
人
考
」
で
、
疑
問
の
余
地
を
認
め
つ
つ
も
、
こ

の
詩
を
沈
伶
一
期
の
作
で
は
な
く
広
宜
の
作
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
根

拠
に
確
た
る
も
の
は
な
い
の
で
、
本
稿
で
は
ひ
と
ま
ず
沈
佼
期
の
作
品
と

見
て
お
く
。
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